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いちご観光農園の歴史

（１）いちご観光農園のはじまり

きっかけは、

○高収益作物の導入による農業所得の向上

○都市近郊の立地条件を生かす

いちごを作付し、
観光農園を開園

○お客様の喜ぶ顔が直接見たい



（２）いちご観光農園のあゆみ

○農園数の推移

はじまりは、平成７年

北の里と南の里で２農園が開園

徐々に農園数は増加していく



平成７年 ２農園

平成２０年 １２農園

平成２０年で
農園数はピー
クに達する

平成２９年 ７農園



○入園者数の推移

平成７年 ３３６人

いちご農家で、意見交換会を開
催したり、マップを作成しＰＲ
を実施

近年は、約１万８千人～約２万３千人

が１年間に訪れています。





緑のまちづくりにおける
いちご観光農園の役割

環境保全系統

防災系統

レクリエーション系統

景観構成系統

いちご観光
農園の役割
はこちら



レクリエーション系統（基本方針２）

○市民がいきいきと交流し、憩える場所

農業を身近
に感じる



いきいきと交流

きれいな風景や
美味しいいちごが
憩いを与える



身体の不自由な方も
いちご狩りが楽しめます

・車イスの方でもいちご狩りを楽しめるよう畝

間にシートを敷いています

・車イスの方でも利用できるトイレが備えら

れています



景観も魅力のいちご観光農園

えーちゃんランド（南の里）



北の里つみつみいちご畑
（北の里）



ふるさと来ＬＯＶＥ・塚本農園
（北の里）



ストロベリー・ファンタジア
（南の里）



まきばの店（輪厚）



ベリー・ランド（大曲）



みのりいちご農園
（富ヶ岡）



○いちご観光農園で使用する品種

（１）宝交早生

（２）けんたろう

（３）きたえくぼ



○品種特性

（１）宝交早生

・果実は、円錐形で大果
・果皮は、鮮紅色で光沢も良い
・果実は、軟らかく、味は糖度が高い
ため甘い
・日持ちは悪い



（２）けんたろう

・果実は、円錐形で大果
・果実は、硬く、糖度が高いため甘い
・日持ち性は良い



（３）きたえくぼ

・果実は、円錐形で宝交早生より大果
・果皮は、鮮紅色で光沢も良い
・果実は、やや硬く、宝交早生に比べ
て糖度と酸度が高い



宝交早生

きたえくぼけんたろう



いちご観光農園の現状

いちご観光農園数が、減少傾向にある

平成２０年にピークに達した１２農園から、

平成２９年は、７農園まで減少した。



○いちご農家の平均年齢（個人農家）

○いちご以外の作物の栽培管理もある
中で、管理が大変

など

○いちごの傷みが発生しやすく、管理
が大変



○注目の新品種

・果実は、短円錐形でけんたろうに比
べ大果

・けんたろうと同等の食味
・総収穫果数がけんたろうより少ない
ため、収穫作業の省力化が見込まれ
る



２０２０年に市場に出回る予定




